
見
解
に
よ
れ
ば
、
国
労
は
、

①
3
年
連
続
黒
字
決
算
で
昨
年

実
績
を
下
回
る
回
答
は
認
め
ら

れ
な
い
。

②
年
間
3
ヶ
月
分
と
回
答
し
た

過
去
の
経
過
を
逸
脱
。

③
鉄
道
事
業
部
門
減
収
を
関
連

事
業
で
補
う
と
し
て
膨
大
な
設

備
投
資
を
実
施
し
て
き
た
過
去

の
経
緯
と
経
営
方
針
と
矛
盾
。

④
経
営
の
ツ
ケ
を
社
員
・
家
族

に
転
嫁
は
認
め
ら
れ
な
い
。

⑤
回
答
指
定
日
か
ら
2
週
間
近

く
回
答
が
遅
れ
、
支
払
い
日
が

遅
れ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
、

と
厳
し
く
抗
議
し
、
再
回
答
を

求
め
（
国
労
闘
申
17
号
）
、
全

国
か
ら
抗
議
行
動
を
展
開
（
闘

争
指
示
42
号
）
し
て
き
た
。

本
部
は
申
し
入
れ
以
降
、
交

渉
経
過
に
基
づ
く
回
答
を
強
く

求
め
て
き
た
が
、
会
社
は
「
交

渉
を
踏
ま
え
回
答
し
た
も
の
で

あ
り
、
最
終
回
答
」
の
見
解
に

終
始
し
、
本
部
は
改
め
て
「
交

渉
を
踏
ま
え
た
回
答
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
抗
議
し
た
。

そ
し
て
今
夏
季
手
当
の
闘
い

は
、
田
村
社
長
の
「
賃
金
抑
制
」

発
言
、
新
規
採
用
者
へ
の
「
賃

金
減
額
」
の
手
紙
郵
送
、
期
末

手
当
の
大
幅
削
減
を
意
図
す
る

噂
が
先
行
す
る
な
ど
、
異
常
な

状
況
で
の
闘
い
で
あ
り
、
闘
争

指
示
に
基
づ
く
夏
季
手
当
の
闘

い
に
つ
い
て
、
一
定
の
整
理
を

図
る
が
、
年
間
を
通
じ
た
期
末

手
当
獲
得
と
賃
金
抑
制
を
許
さ

な
い
た
め
奮
闘
す
る
決
意
と
し

て
い
る
。

仙
台
地
本
に
お
け
る
闘
い
の

経
過
で
は
、
6
月
21
日
に
「
貨

物
13
年
度
夏
季
手
当
満
額
回
答

を
勝
ち
取
る
緊
急
集
会
」
、
7

月
1
日
「
貨
物
総
行
動
」
、
7

月
2
日
「
貨
物
13
年
度
夏
季
手

当
1
・
1
ヶ
月
超
低
額
回
答
に

抗
議
す
る
緊
急
集
会
」
を
開
催

し
、
ま
た
国
労
東
北
協
議
会
と

し
て
貨
物
東
北
支
社
に
対
し
、

6
月
21
日
に
早
期
回
答
を
求
め

る
申
し
入
れ
、
7
月
2
日
に
再

回
答
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
仙
台
保
線

区
分
会
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー
班

で
は
貨
物
本
社
に
対
し
、
再
回

答
を
求
め
る
要
請
書
を
送
付
。

ス
ト
ラ
イ
キ
の
要
請
と
し
て
、

仙
台
地
本
に
対
し
て
は
郡
工
支

部
、
郡
工
貨
物
分
会
、
貨
物
宮

城
分
会
が
、
国
労
本
部
に
対
し

て
は
宮
城
県
支
部
、
福
島
県
支

部
（
具
申
書
）
、
仙
台
建
築
分

会
が
そ
れ
ぞ
れ
要
請
を
行
な
っ

て
い
る
。

今
貨
物
夏
季
手
当
の
闘
い
で

は
、
例
年
通
り
、
貨
物
職
場
で

の
創
意
工
夫
し
た
闘
い
の
展
開
、

ま
た
客
貨
一
体
と
な
っ
た
抗
議

集
会
が
開
催
さ
れ
、
超
低
額
回

答
に
対
し
再
回
答
を
求
め
た
が

及
ば
な
か
っ
た
。
仙
台
支
社
内

で
は
貨
物
組
合
員
3
人
の
24
控

除
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。

支
給
額
よ
り
控
除
額
が
大
き

い
た
め
だ
。
住
宅
ロ
ー
ン
返
済

が
滞
れ
ば
家
を
手
放
す
仲
間
も

出
て
く
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。

あ
る
貨
物
組
合
員
は
、
「
ス

ト
で
要
求
満
額
を
勝
ち
取
れ
る

6
月
8
日
、
地
本
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
委
員
会
は
、
第
8
回
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会
を
郡
山

市
内
小
原
田
公
民
館
で
開
催
し

た
。
（
27
人
参
加
）

学
習
会
で
は
、
神
奈
川
労
災

職
業
病
セ
ン
タ
ー
池
田
理
恵
常

務
理
事
（
写
真
）
が
、
「
健
康

管
理
手
帳
の
取
得
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
演
を
行
な
っ
た
。

池
田
氏
講
演
要
旨

▼
「
健
康
管
理
手
帳
」
は
石
綿

を
取
り
扱
う
仕
事
に
従
事
し
た

方
に
、
離
職
後
の
健
康
管
理
を

行
う
た
め
に
設
け
た
制
度
。

手
帳
取
得
で
年
2
回
、
指
定

医
療
機
関
で
健
康
診
断
を
無
料

で
受
診
、
そ
の
交
通
費
も
支
給

さ
れ
る
制
度
。

▼
福
島
県
労
働
局
管
内
の
医
療

機
関
は
公
立
藤
田
病
院
含
む
6

箇
所
。

▼
手
帳
取
得
の
申
請
方
法
。

旧
国
鉄
で
働
き
退
職
し
た
方

は
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・

運
輸
整
備
支
援
機
構
国
鉄
清
算

事
業
本
部
管
理
部
（
以
下
事
業

団
）
に
労
働
実
績
の
証
明
を
依

頼
し
、
ま
た
JR
の
み
で
退
職
し

た
方
は
支
社
勤
労
課
（
現
場
総

務
科
含
）
に
証
明
を
依
頼
し
労

働
局
に
申
請
す
る
。

両
方
に
労
働
実
績
が
あ
る
場

合
は
事
業
団
と
JR
が
協
議
し
た

上
で
証
明
箇
所
を
決
め
労
働
局

に
申
請
す
る
。

▼
以
上
は
事
業
団
と
JR
7
社
の

「
有
害
業
務
従
事
証
明
の
取
扱

い
に
お
け
る
確
認
書
（
平
成
19

年
3
月
9
日
）
」
で
明
確
に
。

▼
当
時
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
っ
た

証
明
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
課
題
。
い
つ
・
ど
こ
で
ア
ス

ベ
ス
ト
を
使
っ
た
の
か
を
記
録

し
て
お
く
こ
と
。
手
帳
取
得
は

ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
っ
て
き
た
証

明
で
あ
り
重
要
。

▼
健
康
管
理
手
帳
所
得
の
有
無

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
。

今
大
船
工
場
出
身
者
で
作
り
つ

つ
あ
る
。
情
報
の
共
有
化
が
重

要
。

参
加
者
Ｑ
＆
Ａ

Q1

健
康
診
断
受
診
の
場
合
の

交
通
費
は
支
給
さ
れ
な
い
と
聞

い
た
が
？
。

A1

支
給
さ
れ
る
と
思
う
が
調

べ
る
。
（
後
日
、
医
療
機
関
で

申
請
す
れ
ば
支
払
わ
れ
る
と
回

答
有
り
）

Q2

JR
退
職
時
即
健
康
管
理
手

帳
取
得
の
手
続
き
を
し
た
方
が

良
い
の
か
？
。

A2

手
続
き
は
早
い
方
が
良
い
。

会
社
に
よ
っ
て
は
退
職
時
に
証

明
を
渡
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。
基

本
は
本
人
申
請
。

Q3

エ
ル
ダ
ー
に
な
っ
て
も
受

診
で
き
る
の
か
？

A3

受
診
で
き
る
。

Q4

エ
ル
ダ
ー
初
年
の
、
年
2

回
の
1
回
目
は
案
内
が
来
な
い

た
め
受
診
出
来
な
い
。
2
回
目

か
ら
の
受
診
に
な
る
が
な
ぜ
か
？

A4
（
地
本
回
答
）
初
め
か
ら
受

診
で
き
る
よ
う
に
要
求
す
る
。

な
ぜ
な
の
か
を
支
社
に
確
認
す

る
。

地
本
か
ら

▼
特
殊
健
康
診
断
結
果
通
知
を

地
本
へ
。

▼
今
後
も
職
場
・
設
備
・
車
両

の
ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
化
を
推
進

す
る
。

▼
職
場
等
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
出

現
し
た
場
合
や
疑
念
が
あ
る
場

合
は
直
ち
に
会
社
に
調
査
等
を

要
求
し
、
地
本
に
も
通
知
を
。
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7
・
6

第
6
回
地
本
婦
人
部
交
流
会

7
・
7

国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
会
（
被
災
地
視
察
）

7
・
10

貨
物
経
営
協
議
会

7
・
12

第
11
回
地
方
執
行
委
員
会
・
第
2
回
闘
争
委
員
会

7
・
12

第
79
回
会
館
運
営
委
員
会

7
・
19

地
方
大
会
選
挙
管
理
委
員
会
設
置

7
・
22

地
本
運
転
協
議
会
定
期
委
員
会

7
・
25
‐
26

第
82
回
定
期
全
国
大
会

 
国
労
本
部
は
、
6
月
26
日
貨
物
会
社
が
提
示
し
た
、
「
夏
季

手
当
1
・
1
ヶ
月
分
、
7
月
10
日
支
払
い
」
と
い
う
未
曾
有
の

超
低
額
回
答
に
対
し
、
全
国
貨
物
協
議
会
、
現
場
組
合
員
と
一

体
と
な
っ
て
夏
季
手
当
獲
得
の
闘
い
を
展
開
し
て
き
た
が
、
7

月
5
日
見
解
を
示
し
整
理
を
図
っ
た
。

 
仙
台
支
社
は
、
古
川
地
区
の

配
電
機
器
更
新
工
事
に
お
い
て
、

電
源
ケ
ー
ブ
ル
を
貫
通
さ
せ
る

た
め
防
火
区
画
材
（
珪
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
板
）
を
撤
去
し
た
際
、

産
廃
業
者
か
ら
石
綿
の
含
有
を

指
摘
さ
れ
、
従
事
し
た
作
業
員

が
石
綿
に
暴
露
し
、
所
轄
の
労

働
基
準
監
督
署
か
ら
発
注
者
と

請
負
人
双
方
に
是
正
勧
告
が
手

交
さ
れ
た
事
象
に
鑑
み
、
電
気

関
係
職
場
に
お
い
て
「
石
綿
含

有
建
材
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

説
明
を
7
月
に
実
施
し
て
い
た
。

 
こ
れ
は
今
年
1
月
「
本
電
第

７
１
４
号
」
の
通
達
文
書
が
出

て
い
た
が
、
支
社
と
し
て
把
握

し
て
お
ら
ず
国
労
の
指
摘
に
よ

り
、
「
仙
設
企
第
１
１
９
号

（
通
達
）
・
１
２
０
号
（
連
絡
）

い
ず
れ
も
6
月
７
日
付
」
を
実

施
し
た
も
の
。

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
だ
が
こ

の
怒
り
を
ス
ト
で
体
現
し
た
い
。

ス
ト
を
背
景
に
し
た
闘
い
で
会

社
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た
い
し
、

闘
い
を
通
じ
て
組
織
拡
大
も
実

現
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

 
貨
物
問
題
は
構
造
矛
盾
な
ど

根
本
的
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い

る
た
め
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
。

 
だ
が
期
末
手
当
問
題
打
開
の

糸
口
は
国
労
自
身
が
握
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

説明する池田氏



地
方
本
部
は
6
月
15
日
、
仙

台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
全

支
部
、
分
会
を
対
象
と
し
た

「
組
織
強
化
・
拡
大
対
策
会
議
」

を
開
催
し
、
今
年
4
月
の
新
採

対
策
を
は
じ
め
職
場
で
の
取
り

組
み
の
中
間
総
括
と
国
労
加
入

拡
大
に
む
け
た
意
思
統
一
を
図
っ

た
。会

議
で
は
、
は
じ
め
に
盛
岡

地
本
青
森
駅
連
合
分
会
で
今
年

1
月
に
国
労
加
入
し
た
木
村
新

吾
さ
ん
か
ら
「
12
年
前
か
ら
組

合
未
加
入
だ
っ
た
」
「
一
般
組

合
員
が
加
入
の
呼
び
か
け
や
行

動
を
す
る
こ
と
が
大
事
」
等
、

加
入
に
至
る
経
過
と
決
意
の
報

告
を
受
け
た
。

ま
た
同
地
本
青
森
支
部
佐
々

木
政
志
書
記
長
か
ら
は
、
「
何

も
し
な
け
れ
ば
仲
良
し
組
合
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
」
と
の
危
機

感
を
支
部
と
し
て
共
有
化
し
た

上
で
、
新
採
者
対
策
と
他
労
組

社
員
対
策
を
取
り
組
ん
で
き
た

と
報
告
が
さ
れ
た
。

続
い
て
組
織
拡
大
報
告
と
し

て
、
仙
台
宮
城
野
運
輸
区
分
会

か
ら
、
6
月
1
日
付
で
東
労
組

か
ら
国
労
加
入
を
実
現
し
た
経

過
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
新
規
採

用
者
対
策
で
は
郡
山
駅
連
、
郡

山
信
通
、
貨
物
宮
城
の
各
分
会

か
ら
先
進
的
な
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
6
支
部
の
代
表
者
か

ら
こ
の
間
の
取
り
組
み
に
対
す

る
中
間
総
括
が
報
告
さ
れ
た
。

地
本
組
織
部
か
ら
は
、
①
闘

争
指
令
に
対
す
る
全
機
関
の
行

動
点
検
②
通
年
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
会
社
施
設
を
利
用

し
て
の
集
会
開
催
③
第
82
回
全

国
大
会
ま
で
の
取
り
組
み
と
、

地
方
大
会
ま
で
さ
ら
に
継
続
し

た
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
等
が

提
起
さ
れ
、
職
場
を
基
盤
に
創

意
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
実
施

す
る
よ
う
参
加
者
全
体
の
意
思

統
一
が
図
ら
れ
た
。

郡
工
情
報
（
２
０
１
３
年
7

月
12
日
No
３
９
３
）
お
よ
び
関

係
者
に
よ
れ
ば
、
被
曝
車
両
Ｋ

５
４
４
が
勝
田
車
両
セ
ン
タ
ー

か
ら
郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

に
入
場
回
送
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

Ｋ
５
４
４
は
常
磐
線
広
野
駅

付
近
を
走
行
中
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
を
受
け
停
車
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
り
被
曝
し
、
勝
田
車
セ
に
移

送
さ
れ
る
ま
で
の
7
ヶ
月
間
放

置
さ
れ
て
い
た
車
両
で
あ
る
。

勝
田
車
セ
で
は
車
両
洗
浄
の

汚
染
水
を
未
処
置
で
下
水
に
流

し
、
近
隣
住
民
の
批
判
を
浴
び
、

ま
た
会
社
の
放
射
線
対
策
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
社
員
・

グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
ら
の
反
発

を
受
け
検
修
業
務
が
滞
り
未
だ

に
運
用
が
出
来
ず
に
い
る
車
両

だ
と
い
う
。

そ
う
し
た
車
両
を
郡
総
組
合

員
・
社
員
に
通
知
せ
ず
に
入
場

さ
せ
る
の
は
一
体
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
と
関
係
者
は
怒
り
と

不
安
を
隠
さ
な
い
。

線
量
の
具
体
的
数
値
は
も
と

よ
り
、
原
発
か
ら
近
距
離
で
被

曝
し
て
お
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
な
ど
の
重
い

核
種
の
付
着
の
可
能
性
も
あ
り
、

万
一
微
量
で
あ
れ
体
内
に
取
り

込
む
と
発
が
ん
す
る
極
め
て
危

険
な
物
質
で
あ
る
。

関
係
者
の
労
働
不
安
を
解
消

す
る
た
め
に
も
車
両
の
詳
細
な

線
量
測
定
と
測
定
値
の
公
表
、

ま
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
の
危

険
な
放
射
能
物
質
の
付
着
の
有

無
を
検
査
す
べ
き
で
あ
る
。

郡
工
支
部
で
は
前
記
の
問
題

解
決
の
た
め
、
7
月
10
日
に
支

部
三
役
が
総
務
科
に
出
向
き
要

請
を
行
お
う
と
し
た
が
、
総
務

科
側
は
「
交
渉
単
位
で
な
い
た

め
組
合
と
話
は
出
来
な
い
」
と

い
う
態
度
に
終
始
し
、
組
合
側

は
「
交
渉
で
は
な
く
要
請
。
社

員
の
健
康
と
安
全
に
関
わ
る
重

要
な
問
題
」
と
主
張
し
た
が
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
7
月
19

日
に
も
要
請
を
行
な
っ
た
が
同

様
の
対
応
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

支
社
の
実
行
計
画
に
は
「
安

全
を
最
優
先
に
命
を
守
る
」
と

あ
る
が
、
放
射
能
に
よ
る
社
員

や
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
の
健
康

被
害
は
該
当
し
な
い
の
か
。

第２６５６号 国労せんだい ２０１３年７月３０日

団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

6
月
30
日
付

鈴
木

寿
弘
さ
ん

郡
工
支
部
車
体
科

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
郡
山
）

高
田

善
雄
さ
ん

郡
工
支
部
装
置
科

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
郡
山
）

畑
山

豊
男
さ
ん

東
北
バ
ス
青
森

（
大
湊
営
業
所
）

梅
津

誠
二
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
利
府
）

鈴
木

幸
紀
さ
ん

福
島
地
区

（
テ
ク
ノ
福
島
）

阪
本

恒
夫
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
利
府
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

○
第
68
回
定
期
地
方
大
会
日
程

日
時

9
月
28
日
（
土
）
13
時
～

9
月
29
日
（
日
）
13
時
迄

会
場

松
島
・
ホ
テ
ル
大
観
荘

松
島
町
松
島
字
犬
田
10
―
76

０
２
２
―
３
５
４
―
２
１
６
１

6
月
１
日
付
 

地
域
間
異
動
戻
り

○
狩
野
 
豊
さ
ん

葛
西
臨
海
公
園
駅

↓
古
川
駅

 
昨
年
11
月
24
日
、
仙
台
・
水

戸
地
本
共
催
に
よ
る
「
国
労
フ

ク
シ
マ
放
射
能
問
題
交
流
会
」

を
郡
山
で
開
催
し
た
。
そ
し
て

第
2
回
目
の
交
流
会
が
7
月
７

日
、
避
難
解
除
準
備
地
域
の
現

地
視
察
と
い
う
形
で
水
戸
地
本

の
仲
間
の
協
力
を
得
て
実
施
さ

れ
た
。

 
仙
台
地
本
か
ら
8
人
、
水
戸

地
本
か
ら
6
人
が
参
加
し
車
2

台
に
分
乗
し
、
い
わ
き
駅
か
ら

6
号
線
を
北
上
し
た
レ
ポ
ー
ト

が
国
労
福
島
県
支
部
の
放
射
線

対
策
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
No
3

（
7
月
10
日
付
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
一
部
紹
介
す
る
。

▼
現
在
の
運
行
区
間
終
点
の
広

野
駅
付
近
で
０
・
16
μ
Sv
。
こ

こ
か
ら
先
は
立
ち
入
り
禁
止
区

域
だ
っ
た
20
㌔
圏
内
に
入
っ
て

い
く
。

▼
途
中
、
楢
葉
町
の
田
畑
に
除

染
後
の
廃
棄
物
を
仮
置
き
し
た

場
所
を
通
る
。
中
間
貯
蔵
施
設

や
最
終
処
分
場
が
決
ま
ら
な
い

中
で
や
む
を
得
な
い
と
は
言
え
、

も
の
す
ご
い
集
積
量
に
圧
倒
さ

れ
る
。

▼
第
2
原
発
を
過
ぎ
、
線
量
も

0
・
28
～
0
・
4
μ
Sv
に
上
昇

し
て
き
た
。
富
岡
駅
に
到
着
。

津
波
や
地
震
被
害
の
建
物
や
乗

用
車
、
船
舶
な
ど
が
片
付
け
ら

れ
な
い
ま
ま
の
状
況
。
駅
舎
、

架
線
等
は
壊
れ
線
路
は
草
だ
ら

け
で
ホ
ー
ム
内
に
車
が
流
れ
着

い
て
い
る
。

▼
石
巻
市
の
津
波
被
害
も
視
察

し
た
経
験
が
あ
る
が
、
放
射
能

汚
染
さ
れ
な
け
れ
ば
同
様
に
復

旧
復
興
が
進
む
の
だ
が
・
・
・
。

▼
あ
の
事
故
か
ら
2
年
4
ヶ
月
。

こ
こ
で
は
時
が
止
ま
っ
た
ま
ま
、

人
の
気
配
も
な
く
、
遠
く
海
か

ら
の
波
の
音
と
鳥
の
鳴
き
声
し

か
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
静
か
な

時
が
流
れ
て
い
た
。

▼
富
岡
駅
を
過
ぎ
て
富
岡
町
内

を
通
行
す
る
が
、
文
字
通
り
の

「
廃
墟
の
町
」
と
い
う
印
象
。

国
が
立
ち
入
り
禁
止
区
域
の
見

直
し
を
行
い
、
富
岡
町
の
辺
り

は
「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」

と
な
っ
て
い
る
。
家
に
戻
り
た

い
と
い
う
希
望
が
あ
る
の
は
事

実
だ
ろ
う
。
し
か
し
解
除
の
基

準
が
年
／
20
m
Sv
以
下
は
緩
す

ぎ
る
。
若
い
世
代
が
こ
の
現
実

の
中
で
帰
還
に
逡
巡
す
る
の
も

や
む
を
得
な
い
と
感
じ
た
。

▼
さ
ら
に
北
上
す
る
と
立
ち
入

り
禁
止
の
ゲ
ー
ト
が
見
え
て
引

き
返
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

驚
い
た
の
は
、
こ
の
ゲ
ー
ト
に

近
づ
く
1
～
2
㎞
ま
で
に
線
量

計
が
グ
ン
グ
ン
上
昇
を
続
け
、

0
・
5
程
度
だ
っ
た
の
が
す
ぐ

に
1
μ
Sv
、
1
・
5
μ
Sv
と
上

昇
し
、
引
き
返
し
直
前
に
は
2
・

7
μ
Sv
！
。
ゲ
ー
ト
の
先
で
は

ど
う
い
う
数
字
に
な
る
の
か
と
、

ぞ
っ
と
す
る
思
い
を
持
っ
た
―

な
ど
生
々
し
い
報
告
が
写
真
入

り
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

 
以
下
、
い
わ
き
市
内
に
お
い

て
狩
野
い
わ
き
市
議
か
ら
「
原

発
事
故
被
害
か
ら
の
運
動
の
現

状
」
報
告
や
現
地
組
合
員
の
現

状
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ

一
読
を
。

※
情
報
を
入
手
さ
れ
た
い
機
関

（
個
人
）
の
方
は
地
方
本
部
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

報告を聞き入りメモをとる参加者


